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〔要旨〕 
大正時代に形成された有名な西洋美術コレクションといえば大原コレクションや松方コ
レクションであるが、当時、日本人がヨーロッパの芸術作品を蒐集するためには、彼らの
ように現地で直接買い付けするほかに方法は殆ど無かった。 
こうした時代にフランス人美術商エルマン・デルスニス（Herman d'Oelsnitz, 1882－
1941）は、1922 年から大量のフランス絵画・彫刻・美術工芸品を日本に持ち込み、大規模
な陳列販売形式の展覧会を開催した。「仏蘭西現代美術展覧会」（7 回目以降は「仏蘭西美術
展覧会」）、通称仏展（ふつてん）は、黒田鵬心（本名黒田朋信、1885－1967）が協力し、
1931 年まで 9 回、ほぼ毎年開催された。1924 年 11 月にはデルスニスと黒田鵬心を共同経
営者として日仏芸術社が設立された。日仏芸術社は第 4回目以降の仏展の運営組織として、
またその他の活動の拠点として、1932 年 5 月に閉鎖されるまで幅広い活動を展開した。 
デルスニスの将来した絵画は、版画を除いて 4,300 点以上、版画を入れて約 6,000 点で、
彫刻は約 540 点となる。工芸品は目録掲載がないので数千点と推計するしかない。日本に
残された作品も絵画で千点ほどであった。多数の愛好家の個人蔵となったこともあり、一
般の人の目に触れる作品は少ない。 
本研究の目的は、第一にデルスニスが最初に仏展を開催してから活動を終了したと言え
る時期までの活動内容を明らかにすることである。また、デルスニスが展覧会を開催する
にあたり、彼の抱いた理想とはどのようなものであったか、それがどう実現されたかを明
らかにするのが第二の目的である。そのために、外交文書、書簡、歴史的資料、インタビ
ュー記事など新しい資料の発掘をおこなう。両者を達成した結果として、デルスニスの活
動の評価をするのが、本研究の最終的目標である。 
第 1 章では、デルスニスの経歴や人物像を述べた。また、黒田鵬心の経歴と仏展に関わ
る経緯を述べた。デルスニスが、第 1 回仏展を開催するまでの経緯に関しては、主に外務
省資料に基づいて、開催前年からの経緯や、会場設定などの実質的開催準備が難航した事
情を明らかにした。デルスニスの仏展の計画書ともいえる「覚書」にある内容を、主に第 1
回仏展の記録と照らし合わせ、デルスニスの当初の考えと実際との相違について考察した。
その他、運営体制、会場展示の実際、新聞報道での当時の仏展評価などについて明らかに
した。第 1 回仏展では、三越に勤務し国民美術協会理事であった黒田鵬心が日本側関係者
の中心になって、三越が会場設営と売約業務を請け負い、以後も継続することになった。 
展覧会評は個別の作品評が主だったが、日本に居ながらにして、絵画、彫刻作品を見る
喜びを語った印象評も多く見受けられた。従来とは比較にならない規模であったこと、日
本人の関心が高いロダン彫刻が 29点と多かったことなどが話題を呼んだ理由と考えられる。 
第 2 章では、10 年間に及ぶ仏展を実施体制や性質の違いによって、第 1 回仏展から第 3
回仏展までを初期、日仏芸術社設立時期の第 4 回仏展から第 7 回仏展までを中期、第 8 回
仏展と十週[ママ]年記念フランス美術展覧会を後期と三期に区分し、毎回の仏展開催時期、
開催場所の変遷などを示した。仏展の出品内容、入場者数、売約の成績については、記録
のある範囲で述べた。  
また、仏展の実施体制に関して、三つの関係団体の関与について言及した。三越は、仏
展全期間の売約業務を請け負い、展示準備など実務処理に大きく関わると同時に、自社で
デルスニス関係の展覧会を総計 16 回開催した。大阪朝日新聞社は大阪での展覧会業務に全
期間を通じて関わり、デルスニスと協力しての展示の工夫や、鑑賞に便利な陳列室別、陳
列順の目録発行、グラビア印刷の図録販売などに積極的だった。国民美術協会は、第 2 回
仏展から日仏芸術社設立前の展覧会業務を統括し、仏展実施に重要な役割を果たした。ま
た、日仏芸術社閉鎖の 2 年後から数回、デルスニスの作品選択による展覧会を主催した。 
次に、第 2 回から第 6 回までの仏展を概観し、その特色を述べた。初期の仏展は、販売
成績がよく、将来作品数も増えた。関東大震災に見舞われた翌年、デルスニスは復興支援
として積極的に展覧会を展開し、売り上げの一部を義援金として寄付した。中期の仏展は、
日仏芸術社設立により、絵画の点数は増加の一歩をたどり、工芸品は毎回数百点となって
いた。彫刻の点数は次第に減少するが大型彫刻を積極的に将来した。 
第 3 章では、日仏芸術社設立の経緯と活動内容を明らかにした。設立後の各種活動の展
開については、仏展以外の展覧会活動、画廊活動、出版活動の 3 つの活動に区分して活動
内容を述べた。 
設立以前にも仏展以外の展覧会を開催した記録があるが、設立後は、中小展覧会を数多
く開催するようになった。特筆すべきは地方都市に於いての展覧会の開催で、黒田鵬心は、
設立直後から、積極的に地方展を企画し、日本各地を回り合計 23 回に及んだ。その土地で
初めての西洋絵画の展示であった場合も少なくなく、殆どが講演会、作品解説等を伴い、
活況を呈した。日仏芸術社は、画廊も経営し常設展示をおこなった。画廊開設は、デルス
ニスからの輸入品の作品保管、展示、流通拠点として、重要であった。また、春の大規模
な仏展と対応して、秋の展覧会として、「秋季仏展」を画廊で 2 年間開催した。 
日仏芸術社の出版活動は、月刊誌『日仏芸術』の発行、展覧会図録・目録、絵葉書、画
集など多彩であった。月刊誌『日仏芸術』は、フランスの著名な美術評論家の美術批評や
エッセイの掲載と黒田鵬心の日本美術の紹介と、名実ともにデルスニスと黒田鵬心が共同
して制作した雑誌であった。 
第 4 章と第 5 章では、1928 年に開催された第 7 回仏展について論じた。この仏展は、仏
展全期間の中で最大規模であると同時に、最も特異な展示内容で、同時に、デルスニスの
展覧会開催の理想というべきものが展覧会で具体的に実行された、極めて重要な展覧会で
あった。 
第 4 章ではまず、第 7 回仏展全体の実施体制、開催経緯を述べ、更に会場となった東京
府美術館の建築図面を写真と照合して、絵画陳列室や彫刻陳列室などの構造を明らかにし
た。さらに、第 7 回仏展を構成する 3 つの展覧会のうちで、通常の仏展と「仏蘭西装飾美
術家協会展覧会」の 2 つについて述べた。 
「仏蘭西装飾美術家協会展覧会」では、外務省資料と、開催前年にフランスの雑誌に掲
載されデルスニスのインタビュー記事があり、室内装飾と家具陳列の計画と、フランス国
立美術館からの貸出展示の構想が語られていた。それらを基に開催までの経緯とデルスニ
スの開催意図を考察した。 
「仏蘭西装飾美術家協会展覧会」は、1925 年アール・デコ展を踏襲して、大部屋をいく
つもの小間に分けたモデルルーム展示方式で、フランスでの食堂、寝室、書斎といった生
活空間そのものの再現を試みた。展覧会全体の雰囲気や各展示の統一に関する言及が、当
時の展覧会評に見られることから、デルスニスの意図は理解されたと言える。 
第 5 章では、第 7 回仏展の 3 部構成のうちの 1 つである、仏蘭西国立リュクサンブール
美術館収蔵品の貸出展示についての特徴、開催経緯、貸出作品の特定、展示状況を解明し
た。この貸出展示は、次回の貸出展示までに第二次世界大戦をはさんで 20 年以上のブラン
クがあり、展覧会史上、極めて特異な企画であった。 
作品の特定は、図録、目録、雑誌記事などの資料と、オルセー美術館の作品データベー
スを利用して行い、その結果貸出作品 23 点すべてについて、作家、作品の特定、1928 年
前後の来歴、現在の所蔵などを明らかにした。作品傾向や作品展示の意図も考察した。 
会場内の展示室の位置は、東京府美術館の建築図面と、雑誌掲載などの会場写真を照合
した結果、それが東京府美術館 2 階の A 室を使って行われたことを明らかにした。また、
当時の美術雑誌等の記述や会場写真などから、7 割以上の作品の配置の確定をした。更に、
配置の特質から残りの作品位置の想定を行い、展示配置の再構成を行った。ギャラリート
ークなど、現在の鑑賞支援の萌芽となる活動についても言及した。 
第 6 章では、巴里日本美術展、第 8 回仏展、十週年記念フランス美術展覧会について、
その概要を述べた。巴里日本美術展については、展覧会の橋渡し役になったデルスニスの
日本美術への関心を中心に論じた。翌年の第 8 回仏展は、黒田鵬心がパリ滞在中に作品選
択を行った展覧会である。最後の十週年記念展は、黒田鵬心によって、仏展十年史と位置
づけられた回顧展であった。 
デルスニスは 1928 年の第 7 回仏展を境に来日しなくなった。また 1932 年の日仏芸術社
閉鎖により活動拠点も失った。その境遇を気遣い、デルスニスへ拠金が計画され、1933 年
に実行された。その 1 年後の 1934 年から 1936 年の 3 年間に、デルスニスによる作品選択
がなされた展覧会が開催された。実質的には経済的に許す限り最後まで、日本へのフラン
ス美術紹介に尽くした。 
以上のように、第 1 章から第 6 章までで、デルスニスの活動を包括的に明らかにした。 
結章では、デルスニスの活動についての評価を行った。 
作品点数と作品選択の多様性という観点からは、まず、室内装飾と家具の展示までおこ
なったことが特筆される。当時のパリのサロンでは、絵画、彫刻と共に、工芸品、建築が
出品されていた。従って、デルスニスも、パリの美術展の習慣をごく自然に日本に持ち込
んだと考えられる。 
デルスニスの作品選択は、当時のフランス美術の諸傾向諸潮流、フランス美術のあらゆ
る方向に及ぶことに特徴がある。絵画についていえば、19 世紀の作品から 1920 年代当時
の現代フランスの美術作品まで、ジャンルは、新古典主義の作家から印象派、後期印象派、
表現主義、アヴァンギャルドまで幅広く紹介していた。物故作家の作品が最初は少なかっ
たものの、次第に増加した。 
10 年間という数字だけから見ると、長いという評価も短いという評価もあり得る。しか
し、大戦間のつかの間の平和な時期の活動としては、これ以上続けることは困難であった。 
絵画に関してはデルスニスの批評はあまり多くなく、殆どが抽象的な表現に留まって
いるのに対して、彫刻に関する批評は、自身の彫刻観を強く打ち出して、熱く語ってい
る。デルスニスの彫刻紹介に対する思いには経営を度外視した情熱があった。デルスニ
ス自ら区割りの平面の研究、壁の色替えなど、従来にない方法で展示を行った。大型彫
刻の屋外展示もデルスニスの提案で実現された。 
デルスニスはこれほど大規模な活動を継続して行うことができたのは、活動の初期から
かかわってきた黒田鵬心の存在と、日仏芸術社という組織の力が大きい。それに加えて、
多くの日本人が協力したからこそ継続的な活動が実現した。 
 デルスニスと日仏芸術社の活動は、大規模、定期的なフランス美術展の実現、新聞社と
の共催による地方展の展開と出版活動を通しての、絵画・彫刻・素描・版画・工芸・デザ
インなど多領域美術の紹介、日本の美術界との関係構築などである。これらは特に、芸術
による社会貢献（鑑賞支援・流通支援）と国際貢献（日仏美術交流支援）として高く評価
できる。 
